
エ
ム
エ
ス
イ
ー
優
秀
賞

前野静夫氏代表取締役
喜
び
の
声

常
時
も
、
非
常
時
に
も
活
躍
す
る
大
容
量
蓄
電
能
力
を
持
っ
た
独
立
型
太
陽
光
発
電
照
明
セ
ッ
ト

常
に
時
代
に
先
行

　
受
賞
は
大
変
光
栄
。
近
い
将

来
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

自

産
自
消

す
る
時
代
に
な
る
と

思
う
。
現
在
は
電
気
自
動
車
を

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
電
力
だ
け
で

急
速
充
電
す
る
装
置
な
ど
を
開

発
し
て
い
る
。
常
に
時
代
に
先

行
し
、
技
術
力
と
販
売
力
を
強

化
し
て
い
き
た
い
。

　
エ
ム
エ
ス
イ
ー
は
太
陽
光
パ

ネ
ル
と
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ

Ｅ
Ｄ

照
明
、
鉛
蓄
電
池
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
た
低
価
格
の
創

エ
ネ
・
省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
を
展

開
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
非

常
用
電
源
が
注
目
を
集
め
る
中

で
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　
同
社
の
シ
ス
テ
ム
は
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
直
流
電
力
を
通
常
時

も
非
常
時
も
そ
の
ま
ま
付
属
の

直
流
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
利
用
す

る
。
従
来
の
単
に
蓄
電
し
非
常

時
の
み
に
利
用
す
る
の
で
は

「
も
っ
た
い
な
い
」

前
野
静

夫
社
長

。
通
常
時
は
照
明
に

利
用
し
な
が
ら
蓄
電
し
、
非
常

時
に
は
蓄
電
池
か
ら
事
務
機
や

家
電
な
ど
の
交
流
機
器
に
も
電

力
を
供
給
す
る
。
実
際
に
自
社

の
事
務
所
工
場
に
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
結
果
、
１
カ
月
の
電

気
代
実
質
ゼ
ロ
に
大
き
く
貢
献

で
き
た
と
い
う
。

　
シ
ス
テ
ム
は
発
電
容
量
ご
と

に

タ
イ
プ
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

し
、
小
規
模
事
務
所
か
ら
工
場

ま
で
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
。
無
駄
な
部
材
を
徹
底
的
に

省
き
、
０
・
１

当
た
り

万
円
の
低
価
格
で
販
売
す
る
。

　

千
葉
市
稲
毛
区
長
沼
原
町

の
１
、
０
４
３
・
２
５
８
・

７
７
１
１

荒
川
快
生
氏
横
浜
薬
科
大
学

家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
「
家
助
（
Ｋ
ａ
ｓ
ｕ
ｋ
ｅ
）
」

グランプリ学生部門
　
横
浜
薬
科
大
学
３
年
生
の
荒
川

快
生
氏
は
、
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス

「
家
助

Ｋ
ａ
ｓ
ｕ
ｋ
ｅ

」
を

開
発
し
た
。
家
政
婦
と
依
頼
者
を

ウ
ェ
ブ
上
で
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、

契
約
完
了
時
の
契
約
料

１
０
０

０
円
程
度
を
想
定

で
収
益
を
上

げ
る
し
く
み
。

　
家
政
婦
の
時
給
は
、
勤
務
経
験

に
よ
っ
て
各
自
に
決
め
て
も
ら

う
。
副
業
と
し
て
家
事
を
手
伝
っ

て
も
い
い
と
考
え
て
い
る
人
を

「
ハ
ウ
ス
パ
ル
」
と
定
義
し
て
ウ

ェ
ブ
上
で
募
集
し
、
採
用
す
る
こ

と
で
割
安
な
サ
ー
ビ
ス
を
可
能
に

す
る
。

　
家
政
婦
の
時
給
は
従
来
、
経
験

不
問
で
家
政
婦
紹
介
所
が
設
定
。

時
給
の
大
半
が
紹
介
所
に
充
て
ら

れ
る
し
く
み
で
、
一
般
家
庭
に
と

っ
て
は
割
高
だ
っ
た
。

　
「
全
国
の
共
働
き
世
帯
で
家
事

の
委
託
を
希
望
す
る
人
は
多
い

が
、
実
際
に
家
政
婦
を
雇
っ
て
い

る
の
は
ご
く
少
数
」

荒
川

氏

。

年
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
の

予
定
で
、
千
葉
市
中
央
区
の
団
地

で
チ
ラ
シ
を
配
る
な
ど
し
て
、
潜

在
顧
客
の
発
掘
を
目
指
す
。

　

自
動
車
用
廃
電
線
な
ど
の
品
位
の
低
い
廃
電
線
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

三
立
機
械
工
業
中
根
　
昭
氏
会
長

コミュニティビジネス賞コミュニティビジネス部門
　
三
立
機
械
工
業
は
、
廃
電
線
を

粉
砕
し
て
銅
を
回
収
す
る
リ
サ
イ

ク
ル
装
置
の
パ
イ
オ
ニ
ア
。
昨
年

に
は
自
動
車
用
ハ
ー
ネ
ス
や
家
電

コ
ー
ド
な
ど
、
細
く
銅
分
が
少
な

い
電
線
用
の
リ
サ
イ
ク
ル
装
置
を

開
発
し
た
。
細
い
廃
電
線
は
日
本

で
処
理
し
て
も
利
益
が
出
ず
、
今

ま
で
は
大
半
が
中
国
に
売
却
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
円
高
と
放
射
能

問
題
で
中
国
の
輸
入
が
縮
小
し
、

国
内
で
の
処
理
需
要
が
高
ま
っ
て

い
る
。
同
社
の
装
置
は
こ
う
し
た

電
線
を
商
業
ベ
ー
ス
で
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
、
受
注
を
積
み
上
げ
て
い

る
。

　
新
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
検
討
し
て

い
る
の
は
同
装
置
を
使
っ
た
高
齢

者
や
身
体
障
害
者
の
雇
用
事
業
。

千
葉
市
内
の
工
場
や
廃
棄
物
処
理

業
者
か
ら
廃
電
線
を
集
め
、
高
齢

者
ら
が
装
置
で
処
理
し
、
有
価
物

と
し
て
販
売
す
る
仕
組
み
だ
。
関

連
業
者
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

り
、
来
年
度
の
事
業
開
始
を
目
指

す
。
「
将
来
的
に
は
全
国
で
同
様

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
た
い
」

中
根
昭
会
長

と
い
う
。

　

千
葉
市
稲
毛
区
山
王
町
３
３

５
、
０
４
３
・
３
０
４
・
７
５
１

１

チバマシナリー優秀賞
帆
船
翼
風
力
発
電
機
の
開
発
、
製
造
、
販
売

小野寺孝好氏代表取締役
喜
び
の
声

　
チ
バ
マ
シ
ナ
リ
ー
は
独
自
開
発

の
帆
船
翼
風
力
発
電
機
「
エ
コ
ウ

ィ
ン
」
の
製
造
と
販
売
を
手
が
け

る
。
風
車
翼
に
ヨ
ッ
ト
の
セ
ー
ル

な
ど
に
使
う
帆
布
を
採
用
。
ヨ
ッ

ト
が
向
か
い
風
で
も
前
に
進
む
原

理
を
応
用
し
、
風
向
き
に
関
係
な

く
風
力
を
取
り
込
め
る
の
が
最
大

の
特
徴
だ
。

　
風
向
計
で
瞬
間
ご
と
の
風
を
と

ら
え
、
連
結
し
た
翼
の
自
転
を
制

御
。
帆
布
で
効
力
や
揚
力
を
生
み

出
し
て
発
電
す
る
。
低
風
速
で
は

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
発
電
効
率

を
持
ち
、
風
速
１
・
５

の
そ
よ

風
程
度
で
回
る
。
回
転
音
や
低
周

波
は
発
生
し
な
い
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
翼
な
ど
に
比
べ
低
コ
ス
ト
で

製
造
で
き
る
点
も
強
み
。
出
力
０

・
５

級
ま
で
を
発
売
し
、
現

在
３

級
を
開
発
中
だ
。

　
蓄
電
シ
ス
テ
ム
と
組
み
合
わ

せ
、
海
岸
沿
い
で
の
利
用
や
農
業

用
地
で
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
暖

房
、
山
や
離
島
で
の
発
電
な
ど
幅

広
い
用
途
を
見
込
む
。
発
電
以
外

に
養
殖
場
の
攪
拌
や
井
戸
の
水
く

み
な
ど
に
も
応
用
で
き
る
。

　

千
葉
県
茂
原
市
本
納
１
７
９

４
、
０
４
７
５
・
３
４
・
２
２
９

０
新
興
国
や
離
島
に
も

　
現
在
大
手
企
業
と
大
型
風
力
発

電
機
の
共
同
開
発
を
進
め
て
お

り
、
受
賞
を
機
に
開
発
を
加
速
さ

せ
た
い
。
エ
コ
ウ
ィ
ン
は
シ
ン
プ

ル
な
構
造
で
材
料
も
手
に
入
り
や

す
く
、
世
界
中
で
製
造
で
き
る
。

将
来
的
に
は
新
興
国
や
離
島
に
も

こ
の
製
品
を
普
及
さ
せ
た
い
。

ア
カ
リ
ネ
優
秀
賞

コ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
よ
る
Ｍ
ａ
ｄ
ｅ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
世
界
展
開

森宮　祐次氏代表取締役社長
喜
び
の
声

マ
イ
ペ
ー
ス
に
開
発

　
自
分
が
出
来
る
こ
と
を
突
き

詰
め
て
、
マ
イ
ペ
ー
ス
に
製
品

を
作
り
続
け
て
、
こ
こ
ま
で
こ

ら
れ
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
セ
ン

ス
、
ア
イ
デ
ア
、
熱
意
。
若
い

人
に
も
「
自
分
が
出
来
る
モ
ノ

づ
く
り
」
が
で
き
る
よ
う
に
背

中
を
押
し
て
い
き
た
い
。

　
ア
カ
リ
ネ
は
、
照
明
と
音
響

を
融
合
し
た
電
気
製
品
を
開
発

し
、
そ
れ
を
コ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク

ト
と
し
て
、
日
本
の
伝
統
技
術

を
外
観
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
に
生

か
し
て
製
品
展
開
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
電
球
型
無
線
ス
ピ

ー
カ
ー
「
ア
カ
リ
ネ
ラ
ン
プ
」

は
、
電
球
を
照
ら
し
な
が
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン

次
世
代
携
帯

電
話

な
ど
で
再
生
し
た
音
楽

デ
ー
タ
を
、
近
距
離
無
線
通
信

規
格

ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー
ス

を

経
由
し
て
流
す
。
電
球
の
周
り

を
覆
う
傘
に
は
京
都
の
番
傘
な

ど
の
伝
統
工
芸
品
を
用
い
た
。

　
コ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
販
売

は
、
同
品
に
付
随
す
る
知
的
財

産
の
「
独
占
的
通
常
実
施
権
」

を
、
直
接
網
を
持
つ
法
人
に
与

え
て
展
開
。
製
造
も
外
注
す

る
。
ア
カ
リ
ネ
は
コ
ア
・
プ
ロ

ダ
ク
ト
の
開
発
に
徹
す
る
。

　
コ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
は
、
生

活
イ
ン
フ
ラ
と
な
り
つ
つ
あ
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯

端
末
に
よ
っ
て
「
進
化
」
し
た

家
電
製
品
と
位
置
づ
け
る
。
日

本
が
強
み
を
持
つ
デ
ザ
イ
ン
力

重
視
の
コ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
を

開
発
し
、
日
本
の
家
電
の
生
き

残
り
を
企
図
。
工
芸
品
の
採
用

で
日
本
の
素
材
技
術
や
地
場
産

業
の
復
興
を
見
据
え
る
。

　

千
葉
市
中
央
区
弁
天
３
の

８
の

、
０
５
０
・
３
４
１
４

・
０
５
９
５

安藤久氏代表取締役

喜
び
の
声

東
京
ベ
イ
通
信
準
グ
ラ
ン
プ
リ

スマートフォンを利用した団体行動（旅行）に適した『スマート旅友ポン』の開発・販売

親機で即時に集合
状況を確認できる

ま
ず
は
国
内
で
普
及

　
「
ス
マ
ー
ト
旅
友
ポ
ン
」
は
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け
て
の
最
終

実
験
の
段
階
。
す
ぐ
に
も
市
場
投

入
が
可
能
だ
。
団
体
旅
行
を
扱
っ

て
い
る
旅
行
会
社
な
ど
に
営
業
攻

勢
を
か
け
一
刻
も
早
く
普
及
を
図

り
た
い
。
ま
ず
は
国
内
で
認
め
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
し
、
将
来
は
海

外
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
い
く
。

　
東
京
ベ
イ
通
信
が
開
発
し
た

「
ス
マ
ー
ト
旅
友
ポ
ン
」
は
、
団

体
旅
行
な
ど
に
お
い
て
、
引
率
者

と
旅
行
者
の
利
便
性
と
安
全
性
を

向
上
さ
せ
る
機
能
を
持
た
せ
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン

次
世
代
携
帯
電

話

。
親
機
と
子
機
の
セ
ッ
ト

で
、
引
率
者
が
親
機
を
、
旅
行
者

が
子
機
を
使
う
。
親
機
の
画
面
上

で
、
子
機
を
持
つ
一
定
距
離
内
の

旅
行
者
の
数
や
位
置
を
把
握
し
た

り
、
集
合
人
数
を
確
認
し
た
り
、

緊
急
時
に
一
斉
通
報
し
た
り
で

き
、
安
全
な
旅
行
に
寄
与
す
る
。

　
外
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
経
ず

に
、
近
距
離
無
線
通
信
規
格

ブ

ル
ー
ト
ゥ
ー
ス

を
使
っ
て
、
端

末
同
士
で
情
報
を
や
り
と
り
す
る

「
ア
ド
ホ
ッ
ク
通
信
」
を
採
用
。

通
信
料
が
か

か
ら
ず
、
通

信
制
限
の
多

い
海
外
で
も

使
い
や
す
く

し
た
。
ブ
ル

ー
ト
ゥ
ー
ス

が
使
用
不
可

の
場
合
は
、
携
帯
電
話
回
線
を
用

い
る
。

　
昨
年
、
音
声
通
訳
機
能
を
持
つ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
「
ス
マ
ー
ト
通

訳
ポ
ン
」
の
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
た
。
通
訳
以
外
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
旅
行
に
活
用
で
き
る

方
法
を
模
索
し
て
調
査
を
進
め
る

と
、
団
体
旅
行
で
引
率
者
は
、
点

呼
に
よ
る
旅
行
者
数
の
把
握
に
煩

わ
し
さ
を
感
じ
て
い
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
は
緊
急
時
に
一
元
的
に

引
率
者
が
旅
行
者
へ
情
報
発
信
で

き
る
シ
ス
テ
ム
が
無
か
っ
た
こ
と

が
判
明
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
引

率
者
の
負
担
を
減
ら
す
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
で
、
「
ス
マ
ー
ト
旅
友

ポ
ン
」
の
開
発
に
踏
み
切
っ
た
。

　
２
０
１
３
年
３
月
を
め
ど
に
、

旅
行
会
社
や
教
育
機
関
向
け
に
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
。
貸
し
出
し

は
親
機
が
１
日
当
た
り
６
０
０
円

か
ら
、
子
機
が
同
２
０
０
円
か
ら

の
予
定
。
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
う

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
も
進
め
て
い
る
。

　

千
葉
市
中
央
区
新
町

の

、
０
４
３
・
２
４
３
・
２
２
３

１

鈴木　和男氏代表社員

Ａ
―
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
研
究
所
グ
ラ
ン
プ
リ

喜
び
の
声

難治性血管炎バイオマーカーＡＮＣＡ抗体のマルチ迅速測定キットの研究開発

血
管
炎
の
診
断
を
短
縮

す
る
早
期
診
断
キ
ッ
ト

　
Ａ
―
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
研
究
所
は
、
難

治
性
血
管
炎
の
早
期
診
断
キ
ッ
ト

「
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ａ
―
Ｆ
ａ
ｓ
ｔ

ア
ン

カ
フ
ァ
ス
ト

」
を
開
発
し
た
。

従
来
１
日
以
上
か
か
っ
た
血
管
炎

の
診
断
を

分
に
短
縮
し
、
開
業

医
で
も
簡
単
に
使
え
る
。
血
管
炎

の
早
期
発
見
と
重
傷
化
防
止
に
役

立
つ
点
や
、
海
外
展
開
も
見
据
え

た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
評
価
さ
れ

グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
。

　
鈴
木
氏
は

年
間
難
治
性
血
管

炎
や
感
染
症
の
研
究
に
携
わ
り
、

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
の

特
任
教
授
を
経
て
今
年
創
業
し

た
。
腎
臓
な
ど
の
血
管
が
炎
症
し

て
臓
器
不
全
を
起
こ
す
難
治
性
血

管
炎
は
国
内
に
患
者
が
１
万
人
お

り
、
予
備
軍
は
１
０
０
万
人
と
言

わ
れ
る
。
重
傷
化
す
る
と
人
工
透

析
が
必
要
で
死
亡
率
も
高
い
が
、

症
状
が
出
に
く
く
専
門
病
院
で
な

け
れ
ば
発
見
が
難
し
か
っ
た
。

　
従
来
、
血
管
炎
は
専
用
機
器
で

マ
ー
カ
ー
を
１
種
類
ず
つ
検
査
し

て
お
り
、
診
断
ま
で
１
日
以
上
か

か
っ
た
。
新
開
発
の
キ
ッ
ト
は
４

種
類
の
マ
ー
カ
ー
を
一
度
に
測
定

し
、
す
ぐ
に
血
管
炎
の
種
類
を
特

定
で
き
る
。
マ
ー
カ
ー
の
一
つ
に

は
鈴
木
氏
が
千
葉

大
学
で
発
見
し
た

血
管
炎
の
重
傷
化

に
関
わ
る
「
モ
エ

シ
ン
抗
体
」
が
含

ま
れ
て
お
り
、
製

品
優
位
性
を
持
っ

て
い
る
。

　
サ
ン
プ
ル
出
荷

を
始
め
て
お
り
、

来
年
度
以
降
、
大

手
病
院
や
開
業
医

へ
の
販
売
を
本
格
化
す

る
。
量
産
化
で
コ
ス
ト

を
下
げ
開
業
医
に
は
キ

ッ
ト
を
１
万
円
台
で
提

供
す
る
予
定
だ
。
血
管

炎
研
究
で
の
豊
富
な
国

内
外
の
人
脈
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
欧

米
へ
輸
出
準
備
も
進
め

る
。

　
今
後
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
簡
易
測
定
キ
ッ

ト
や
、
血
管
炎
治
療
に
不
可
欠
な

人
工
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
医
薬
品
の

開
発
を
進
め
て
い
く
。
大
手
製
薬

会
社
と
の
連
携
も
目
指
す
。

　

千
葉
市
中
央
区
亥
鼻
１
の
８

の

、
０
４
３
・
２
２
１
・
０
８

３
１製

品
で
社
会
に
貢
献

　
ア
ン
カ
フ
ァ
ス
ト
は

年
の
研

究
成
果
を
詰
め
込
ん
だ
製
品
。
受

賞
は
非
常
に
う
れ
し
い
。
製
品
を

普
及
さ
せ
て
血
管
炎
の
早
期
発
見

を
実
現
し
、
患
者
の
苦
痛
や
医
療

経
済
の
軽
減
を
通
じ
て
社
会
に
貢

献
し
た
い
。
キ
ッ
ト
を
世
界
標
準

に
で
き
る
よ
う
一
層
努
力
す
る
。

千
葉
市
産
業
振
興
財
団
主
催

　千葉から飛び立て、日本へ、世界へ―。千葉市産業振興財
団（千葉市中央区、西牟田勲理事長、 ）は
月、千葉市内に事業所を置く企業の事業プランを表彰する
「第 回ベンチャー・カップＣＨＩＢＡ」を開いた。「一般
部門」では、５社が参加者約 人の前で、プランを発表。

グランプリと準グランプリに各１件、優秀賞に３件が選ばれ
た。前回に続き「学生部門」のグランプリと、地域の課題解
決に貢献するプランを対象とした「コミュニティビジネス
（ＣＢ）部門」ＣＢ賞の表彰各１件を実施した。受賞プラン
を紹介する。

第回ベンチャー・カップＣＨＩＢＡ

一般部門

（ ） 【企画特集】 ２０１２年 平成２４年 １２月１４日 金曜日 　　

受賞盾と賞状を手にする受賞者


